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一般社団法人 ⾼齢者住宅協会（⾼住協）について
 目的
本法人は、⾼齢者の住⽣活や⾼齢者住宅
の住空間のあり方、福祉等との連携強化
及びサービス付き⾼齢者向け住宅運営事
業者のサービス品質向上及び居住者保護
による事業の発展・普及について、関係
する事業者等が調査研究、情報交換、提
⾔の発信等を⾏うことにより、国⺠の住
⽣活の安定の向上と地域社会の健全な発
展に寄与することを目的とする。
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 ⾼齢者住宅協会は、３種の会員にて構成
①住宅・住⽣活部会 71事業者
（⾼住協の１号、３号会員会員から構成

※３号会員は情報会員、いわゆる賛助会員）

②サービス付き⾼齢者向け住宅運営事業者部会 425事業者
（主に⾼住協の１・２号会員から構成）

組織率 25.1％ 部会会員⼾数 73,151⼾/全体住⼾数290,950⼾ ※2026年8月時点

組織図
総 会

住宅・住⽣活
部会

理事会監 事

企画運営委員会

サービス付き
⾼齢者向け住宅
運営事業者部会

福岡県支部

兵庫県支部

北陸支部



© Senior Housing Association

⾼住協 サ⾼住運営事業者部会会員への主な活動支援等
１ 入居者相談窓口の設置
サ⾼住にお住まいの方向けの相談窓口を設置しています

２ 相談対応（運営相談・⾏政折衝）
サ⾼住運営事業者から各種個別のご相談を受け付けております

３ 各種セミナーの開催
サ⾼住の管理者や経営者向けセミナーをオンライン配信で開催
その他サ⾼住の運営研究⾒学会等も各地で開催

４ ⾏動規範に対する遵守宣⾔住宅へ確認書発⾏
５ ⾏政への提⾔、要望

介護報酬改定関する意⾒書、サ⾼住供給促進税制延⻑の要望書等
６ 「部会通信」で、各種情報を配信
サ⾼住業界に関する様々な情報をメールマガジンにて配信

７ サ⾼住賠償保険へ団体保険での加入が可能
3
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入居者専用相談窓口を設置
相談者は、
・入居者ご本人・ご家族
・消費者センター 地域包括 等

１ サービス付き⾼齢者向け住宅入居者の相談窓口

主な相談内容
• 契約内容の説明不⾜が原因と考え

られる相談
• 賃料などの値上げに関する相談
• 緊急時の対応に関する相談
• 職員に対する相談
• 退居時費用精算の相談

4



© Senior Housing Association

２ 会員さまから事務局にいただく相談質問
• サ⾼住の運営について（値上げについてのご相談など）
• サ⾼住の常駐要件について（⾃社（⾃住宅）の対応と法解釈）
• 災害時の避難訓練マニュアル、実際の避難訓練
• 対応困難なご入居者・ご家族への対応
• 運営懇談会の開催
• 食事に関する相談・苦情
• 職員へのハラスメント（入居者・家族から）
• 退去の基準
• 不払いの対応 等

会員の皆様からのご相談に随時対応しています。
＜相談窓口＞一般社団法人⾼齢者住宅協会 サ⾼住運営事業者部会
平日 ９︓３０〜１７︓３０
TEL︓０３－６６８９－７９１７
MAIL︓sakoujyubukai @shpo.or.jp
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【相談内容】
 相談者︓会員事業者（サ⾼住運営事業者）
 内容︓熊本地震等の災害復旧において、サ⾼住に対する国や

⾏政からの⽀援策（補助⾦・特例措置など）はあるか。
【事務局の対応】
 厚⽣労働省および経済産業省が提供している災害⽀援策を調

査。
 相談のあった事業者へ、該当する⽀援制度や⼿続き方法につ

いて回答。
 同様の事態に備え、調査結果を全会員事業者に向けて周知・

情報共有を実施。

協会への相談事例
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３ 各種セミナーの開催
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会員さまからの相談内容を踏まえ、外部講師を
招いてのオンラインセミナーを定期的に開催し
ています。（会員限定・無料）
＜2026年開催テーマ＞
口腔ケアの目的と効果
誤嚥性肺炎予防や加算取得など、明日から現場で活かせ
る口腔ケアの基本とポイントを解説

苦情対応・カスハラ対策
10月からの対策義務化にあたり、サ⾼住として「今やっ
ておくべき準備」と、苦情対応の基本から、近年増加す
るカスタマーハラスメントへの具体的な対策を解説

＜アーカイブ動画も公開しています＞
直近のセミナーを中心に動画を公開中です。当日参加
できなかった方の⾒逃し配信や、スタッフの皆さまの
社内研修にぜひお役⽴てください。（※会員限定）
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外付け型ホーム運営研究⾒学会in富山 開催
一般社団法人 全国介護事業者連盟（介事連）北陸3県支部（富山・石川・福井
）との共催企画として、外付け型ホーム（住宅型・サ⾼住）の運営事業者を対
象に、運営研究⾒学会を開催しました
≪目的≫
 次回の報酬改定対策や、業界全体での
発信⼒の向上のため
 これまで会員に対し、外付け型サービス
の運営知⾒の提供や情報交換等の機会が⼗
分に作れていなかったため
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≪開催概要≫
 開催日︓2026年5月14日（木）
 会場︓氷⾒伏木信⽤⾦庫 本店 大会議室

⾒学会場︓リハ・ハウス来夢
 参加者︓30名
（富⼭県内をはじめ、⽯川・福井など北陸エリ
アの事業者を中心にご参加いただきました）
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昨年度は福岡でも外付け型ホーム運営研究⾒学会を開催
昨年12月に開催した福岡での運営研究⾒学会には、30名を超え
る事業者さまにご参加いただき、熱気あふれる会となりました︕
【プログラム】
◆運営研究セミナー①
「学研ココファンのサ⾼住運営モデルの考え方」

講師︓⽊村 祐介 氏(学研ココファン 常務取締役・⾼齢者住宅協会副会⻑)
◆運営研究セミナー②
「外付け型ホームにおける収支報告の重要性について」

講師︓光元 兼二 氏
（全国有料⽼人ホーム協会

事務局次⻑）
◆館内⾒学
（ココファン福岡清川）
◆質疑応答・情報交換会
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４ ⾏動規範に対する遵守宣⾔住宅へ確認書発⾏
サービス付き⾼齢者向け住宅運営事業者の多くは、介護保険制
度を正しく理解して運営していますが、一部の不適切な運営事
業者による囲い込み問題等により、介護報酬のマイナス改定や
一部報道などで問題視されている
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真摯な事業者を守るために、当協会の定めた
⾏動規範に対する「遵守宣⾔」をして頂ける

サービス付き⾼齢者向け住宅運営事業者を募集

サ⾼住（事業者）に向けた「⾏動規範」は、当協会の「倫理綱領」の実現と品
質の向上に向け、サ⾼住入居者の尊厳保持、⾃⼰決定の権利を守り「外付けサ
ービス」のあり方を理解し入居者のよりよい⽣活を実現していくものです。

「遵守宣⾔確認書の発⾏」と「HP上での宣⾔住宅の公表」
を⾏い、適切な運営を⾏うサ⾼住運営事業者を⽀援。

良質なサ⾼住の普及促進を⾏っています
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⾏動規範に対する遵守宣⾔を募集しています
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当協会の定めた⾏動規範に対し遵守宣⾔をしていただける会員
住宅を募集しております。

遵守宣言書と必要書類のご提出をお願いします。
※2022年7月より必要書類（ケアプラン提出不要）と⼿続きを簡素化しました

事務⼿数料
無料キャンペーン中

遵守宣言住宅には、ロゴと確認書を発⾏
遵守宣言確認書は玄関等へ掲示可能、協会HPへロゴを掲載
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５ ⾏政への提⾔、要望①
⾼齢者住宅協会は9月29日、国⼟交通省の佐々⽊俊一住宅局⻑へ「サービ
ス付き⾼齢者向け住宅 供給促進税制」を令和9年度以降も延⻑されること
等について記載した要望書を提出。昨今の建築費⾼騰などの影響を受け、
サ⾼住の整備・普及を継続するため、
初期の税負担を軽減する本税制の延⻑を
強く要望しました。

▼⼿交時の様子
（左から吉⽥理事、木村代表理事副会⻑、

佐々木住宅局⻑、宮本理事）
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⾏政への提⾔、要望②
⾼齢者住宅協会が参画している「⾼齢者住まい事業者団体連合会（⾼住連）」
をはじめとする介護関係17団体は、10月6日、木原内閣官房⻑官に対し、
「令和9年度介護報酬改定に向けた要望書」を共同で提出いたしました。

また、10月7日、⾼住連を含む介護関係17団体は介護現場を守る集会
「STOP!介護崩壊〜介護を守る。働く人を守る。暮らしを守る。〜」を開催。
当日は、介護の現場で働くスタッフ・関係者が
一堂に会し、国会にそして省庁に届けるべく、
現場の想いを発信しました。
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←集会時の様子

集会時に採択され
た決議文より抜粋

→
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６ 「部会通信」で各種情報を配信
サ⾼住業界に関する様々な情報を会員事業者の皆さまへ
メールマガジンで毎週お届けしています。
 住宅で働く職員・スタッフの皆様向け情報
（配信資料は職員向けに閲覧や研修資料として活⽤が可能です）
 相談窓口への相談事例報告
 各種セミナーの開催案内
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配信されたメルマガは
協会HPに会員ログイン
することで、いつでも
閲覧が可能です
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７ サ⾼住賠償保険へ団体保険での加入が可能
⾼齢者住まい法の省令改正により、登録情報に「入居者に与えた損害を賠償
するための措置を講じているのか」の表示が義務付けられている為、賠償責
任保険への加入は、運営事業者にとって必要不可⽋です。
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当協会では、保険会社２社からお選びいただき、団体保険として
ご加入いただけます
◆損保ジャパンパートナーズ株式会社◆株式会社東海日動パートナーズ

※保険商品の詳細や保険料の⾒積依頼については、各保険会社へ直接お問い合わせください。
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⾼住協への入会事業者を募集しています
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＜会費について＞
年会費は、サ⾼住の⾏政登録件数により異なります。(入会⾦はありません)

 1件登録︓3万円 →1.5万円
 2〜9件登録︓5万円 →2.5万円

10月以降のご入会の場合、今年度の年会費は半額です︕

＜入会申し込み方法＞
＼スマホ・PCから簡単にお申し込みいただけます／
https://kosenchin.jp/AdmGuide.aspx
※本日配布の「入会申込書」によるFAX申し込み（03-6867-8536）も可
能です。

ご入会に関するご相談は下記までお気軽にお問合せください。
【サ⾼住運営事業者部会】（⼿続き・会員制度について）

03-6689-7917（平日9時30分〜17時30分）
【福岡県支部】（地元の活動・⽀部連携について）

092-471-0556（平日10時〜18時）一般社団法人まごころ福祉会内
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